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きめ細かな海氷情報の提供を開始します 

 
 
 

 
 
 気象庁では、地域の船舶の安全な航行等に資するため、海氷の情報を提供して

います。日本沿岸域における海流や海水温、潮位等をきめ細かに予測することの

できる「日本沿岸海況監視予測システム（JPN システム）」の導入により、従来

よりきめ細かな情報の提供を 12 月 1 日から開始します。 

従来は、海氷の密接度や分布の予測について、12.5km の格子で 7 日先までの

1 日毎の予測を週 2 回発表していましたが、2km の高解像度で 10 日先までの 6

時間毎の予測を毎日発表します。また、情報の更新頻度を上げ、海氷の分布図を

より大きく拡大できるように変更します。 

これにより、知りたい領域の海氷分布を、より高解像度で、より実際に近い状

況を、より詳細に把握することができます。 

オホーツク海南部や北海道周辺海域の水産業や海運業等にご活用ください。 

 

【気象庁ホームページでの掲載ページ】（12 月 1 日以降ご利用頂けます） 

・海氷予想図 

https://www.data.jma.go.jp/kaikyou/seaice/tile/jp/index_fct.html 

 ・北海道沿岸域の海氷情報 

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/seaice/hokkaido/engan_iceinfo.html  
  
  

従来よりもきめ細かな海氷の情報提供を 12 月 1 日から開始します。これ

により、オホーツク海南部及び北海道周辺海域の 10 日先までの 6 時間毎

の海氷の密接度や分布の予測を詳細に把握することができます。 

問い合わせ先 ： 気象防災部 地球環境・海洋課 011-611-6174 



別紙 

〇海氷予想図 

・高解像度化（12.5 km→2 km）します。 

・発表が高頻度化（週 2 回更新→毎日更新）します。 

・予報期間を延長（7 日→10 日）し、予報間隔を短縮（1 日→6 時間）します。 

・地図の最大拡大率がアップします。 

 
左図：従来の予想図、右図：新しい予想図 

 
〇北海道沿岸域の海氷情報（文字情報） 

稚内・網走・釧路の沿岸海域（海岸から 20 海里（約 37km）の海域）における

海氷の分布や明日までの見通しを、毎日 08 時頃更新します。 

 

 

情報の例 


